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従業員に対するSDGsの観点から様々な成⾧の機会を提供しつつ、働きやすい環境を作るという

取り組みにより、本業を通じてSDGsに貢献をしているところを評価しました。

建設業という特徴を活かして太陽光発電所から本社や地域の一般家庭へのエネルギーを供給し

ており、強みを活かした取組を評価しました。

環境に配慮した建築、社員の健康促進、人材育成、地域防災を
軸に地元と協力し、地元と共同で
持続可能な社会づくりに貢献する

自然災害が増加する中、安全で耐久性の高い建築物の提供と災害復興を通じ、持続可能なまち

づくりに貢献することを使命としています。

労働人口減少の課題に対応し、まちづくりの担い手を確保するため、技術の継承や教育研修、健康

経営 を推進する必要があります。誰一人取り残すことのない人材育成を目指し、働きやすく健康的な

職場環境を整備することで人材確保と事業継続を実現するとともに、これらの取り組みを地域全体に

広げることで、持続可能な社会の構築を目指して活動しています。

我が社は健康経営を推進し、労働環境改善や地域への健康促進に尽力するとともに、技能伝承やキ

ャリア支援により質の高い教育と働きがいのある職場を提供しています。

耐震性や⾧寿命化建築物で安全なまちづくりを進め、再生可能エネルギー活用により環境保全にも貢

献。災害時には地元建設団体と連携し、救助・復旧活動を行うなど、地域密着型の防災・復興体制を整

備しています。これらを通じ、社会的責任を果たしながら持続可能な社会の実現を目指しています。

建設業の働き方改革に対応し、健康的で働きやすい職場環境を整備した結果、人材確保や定着率が

向上。研修制度の充実により従業員の能力も向上しています。担い手不足が深刻のなか、⾧寿命化建

築物の提供や災害復旧支援を続けるには、人的資本経営を充実させ、持続可能な社会の実現に貢献し

ていくことが必要だと考えています。さらに脱炭素が求められるなかで、建築物をエネルギーを消費

する立場からエネルギーを供給する立場に転換していくことなど、社会課題の解決に向けての取り組

みが求められています。これからも技術力の向上を図りながら、社会課題の解決に向けて尽力してま

いります。

事業者・団体として2030年までのあるべき姿

建築ですみだの持続可能な
街づくりと健康推進に貢献


